
岡谷I.C
塩尻I.C

白馬

上高地

諏訪湖

高山

下
呂
温
泉

長野I.C

金沢東I.C

松本I.C
安曇野I.C

富山I.C富山I.C

糸魚川I.C
上越I.C

飯田I.C
飯田山本I.C

飯田I.C
飯田山本I.C

園原I.C

浜松I.C 静岡I.C

高井戸I.C

東京I.C中津川I.C
土岐JCT

美濃関
JCT

豊田東JCT豊田I.C豊田I.C
名古屋I.C名古屋I.C

至京都・大阪

至福井

至新潟

駒ヶ根I.C駒ヶ根I.C

伊那I.C伊那I.C

東京

金沢

北陸自動車道
北陸新幹線

中
央
自
動
車
道

東
海
北
陸
自
動
車
道

長
野
自
動
車
道

中央自動車道

東名高速道路

JR中央本線

関
越
自
動
車
道

19

19

41
20

20

52

1

1

147

361

152

158

148

中
央
本
線

JR

東海道新幹線

上
越
新
幹
線

あいの風とやま鉄道 えちごトキめき鉄道

飯
田
線

J
R

小矢部　波JCT

飛　清見
I.C

きそふくしま 361

東
海
環
状
自
動
車
道

藤岡JCT

練馬I.C練馬I.C

上信越自動車道

北陸新幹線

信
越
線

J
R
J

R

更埴更埴JCT

18

あげまつ

塩尻 塩尻 I.C
伊那 I.C岡谷J.C

上松
新　宿
新大阪 名古屋

東京
東京

赤沢タクシー
バス

30分

R19
52km

R361 R19

中央本線

中央本線

中央本線

新幹線

中央道・長野道
193km

中央道
205km 37km

中津川 I.C名古屋大阪 R19
52km

中央道
70km

名神
1時間30分特

 40分特

■電車（JR）ご利用の場合 ■車ご利用の場合
塩尻 I.C 木曽福島 上松新宿 赤沢R19 バス

10分
タクシー
バス

30分
中央道・長野道

■高速バスご利用の場合

4時間10分

（一社）上松町観光協会
〒399-5601 長野県木曽郡上松町大字上松159-3
TEL.0264（52）1133　FAX.0264（52）4180
上松駅前観光案内所　TEL.0264（52）4820
ホームページ ● https://kiso-hinoki.jp/

木 曽 観 光 連 盟 事 務 局 〒399-6101 長野県木曽郡木曽町日義木曽文化公園内 TEL.0264（23）1122
銀座NAGANO観光情報センター 〒104-0061 東京都中央区銀座5-6-5 NOCOビル2階 TEL.03（6274）6017
長野県名古屋観光情報センター 〒460-0008 名古屋市中区栄4-16-36 久屋中日ビル4階 TEL.052（251）1441
長野県大阪観光情報センター 〒530-0001 大阪市北区梅田1-3-1-800 大阪駅前第1ビル8階 TEL.06（6341）7006

I 　 N 　 F 　 O 　 R 　 M 　 A 　 T 　 I 　 O 　 N
四季折々、素晴らしい自然が待ち受けるリゾート、
国宝・重要文化財、歴史ある名所など信州には人気観光スポットが盛り沢山。
上松までの旅行計画にプラスして木曽路周辺の魅力をたっぷり満喫してください。

※は上松から各観光地までの
　およその所要時間です。

木曽路周辺の観光

上高地（松本市／※車で2時間30分）

松本城 （松本市／※車で1時間30分）

御岳ロープウェイ（木曽町／※車で1時間）

木曽馬の里（木曽町／※車で30分）

白馬三山 （白馬村／※車で2時間30分）

諏訪湖 （諏訪市／※車で1時間30分）

高遠 （伊那市／※車で1時間10分）

天竜川 （伊那市／※車で1時間）

奈良井宿（塩尻市／※車で50分）

妻籠宿（南木曽町／※車で40分）

お問い合せ

上松町への交通案内

上松 赤沢15km

2022.06（一社）上松町観光協会

S H I N S H U  K I S O  A G E M A T S U  T O W N  

あげまつ
信州 木曽

NAGANO
赤沢自然休養林　赤沢森林鉄道寝覚の床

小野の滝

ひのきの里上松町
公式サイト @taroh_agematsu @akasawaforest
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木
の
国
、美
林
の
里
。

旅
心
に
微
笑
む

ふ
る
さ
と
の
路
。

幾
つ
も
の
山
ひ
だ
に
囲
ま
れ
、

深
い
緑
を
た
く
わ
え
た
木
の
国
、上
松
町
。

木
曽
川
沿
い
に
開
か
れ
た
こ
の
美
し
い
ふ
る
さ
と
は
、

古
く
は
中
山
道
、木
曽
十
一
宿
の
旅
籠
と
し
て
栄
え
、

そ
し
て
尾
張
藩
の
厳
格
な
森
林
保
護
の
も
と
、

木
曽
木
材
の
中
心
地
と
し
て
名
を
馳
せ
、

今
日
ま
で
多
く
の
物
語
を
紡
い
で
き
ま
し
た
。

木
の
香
漂
う
道
を
た
ど
れ
ば
、

そ
こ
は
絶
え
間
な
く
変
わ
り
つ
づ
け
な
が
ら
、

幾
百
年
の
懐
か
し
さ
を
宿
す
日
本
の
原
風
景
。

水
う
る
わ
し
い
豊
穣
の
美
林
が
安
ら
ぎ
を
奏
で
て
い
ま
す
。

旅
心
を
誘
っ
て
や
ま
な
い
木
曽
谷
、

繊
細
な
表
情
を
見
せ
る
小
さ
な
時
間
の
な
か
へ
。

上
松
町
は
美
し
い
安
ら
ぎ
を
あ
な
た
に
贈
り
ま
す
。

Contents
………………… 1
………………… 3
………………… 8
………………… 9
………………… 13
………………… 17
………………… 21
………………… 23
………………… 25
………………… 27
………………… 28

ひ
の
き
の
里
、上
松
。 上松町キャラクター「太郎ちゃん」と「美林ちゃん」 ほおば巻きの妖精「ほおちゃん」

関西電力寝覚発電所上から中央アルプス遠望関西電力寝覚発電所上から中央アルプス遠望

檜の里あげまつ
赤沢自然休養林
木曽ひのきの森
寝 覚 の 床 散 策
中山道・上松宿
木曽駒ヶ岳登山
木 曽 古 道
祭り郷土の芸能
上松伝承の物語
あげまつ匠の技
宿と手作り弁当

■ 本誌中の［D-2］などは、折込イラスト
　マップの位置に符合します。
■ 本誌中の［D-2］などは、折込イラスト
　マップの位置に符合します。
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若
緑
が
ま
ば
ゆ
い
春
、林
間
の
涼
風
に
安
ら

ぐ
夏
、そ
し
て
紅
葉
に
彩
ら
れ
る
秋
。威
風

堂
々
の
檜
の
大
樹
が
、神
秘
の
生
命
力
を
山

に
響
か
せ
て
い
ま
す
。尾
張
藩
の
保
護
の
も

と
、三
百
余
年
に
わ
た
っ
て
大
切
に
守
ら
れ
て

き
た
赤
沢
自
然
休
養
林
は
、林
内
に
七
つ
の

遊
歩
道
コ
ー
ス
が
伸
び
る
深
閑
の
森
。小
径

を
た
ど
れ
ば
、渓
流
に
は
イ
ワ
ナ
や
ア
マ
ゴ
の

姿
、清
々
し
い
水
音
、鳥
の
さ
え
ず
り
や
可
憐

な
草
花
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
、心
を
休
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

森
林
鉄
道
か
つ
て
木
曽
谷
の
山
林
で
活
躍
し
た
鉄
道
。

車
窓
を
駆
け
て
ゆ
く
森
と
渓
流
の
情
景
、清
々
し
い
風
。

赤
沢
自
然
休
養
林
は
、木
曽
の
山
と
木
と
人
、

歴
史
と
文
化
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
森
。か

つ
て
木
曽
谷
で
活
躍
し
て
い
た
森
林
鉄
道
が
、

当
時
の
車
両
を
そ
の
ま
ま
に
、檜
の
森
を
走
っ

て
い
ま
す
。緑
の
風
を
浴
び
て
走
る
開
放
感
は
、

た
ま
ら
な
い
爽
や
か
さ
。子
供
広
場
や
、森
の

不
思
議
や
歴
史
に
触
れ
る
資
料
館
な
ど
の
施

設
も
備
え
ら
れ
、体
験
と
学
習
、レ
ジ
ャ
ー
を
一

度
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

清
冽
な
大
地
を
歩
き
、

生
命
の
息
吹
に
触
れ
る
感
動
。

日
本
三
大
美
林
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
赤
沢
自
然
休
養
林
、樹
齢
三
〇
〇
年
、雄
大
な
木
曽
檜
の
世
界
。

森
林
浴
発
祥
の
地 

赤
沢
美
林

Akasawa Forest Railway Akasawa Recreation Forest

【D-2】
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コ
ウ
ベ
沢

駐車場料金所

森林教室広場

バス停

オオヤマレンゲ

マ
ム
シ
沢

P

P

P

P

P

2

3

4

1

1

2

2

3

3

3

4

4

5

4

4

5

7

6

1

2

3

4

5

6

5

5

6

5

7

8

10

6

2

3

4

9

1

2

3

2

1
11

渓流広場

森林資料館
5

P

150m
190m

110m

370m270m

280m

780m

870m

630m

150m

270m

310m

170m

650m

700m

通行禁止

通行禁止

セラピー体験館

※右枠内図に続く

230m

150m
本谷橋

道川橋

丸山渡停車場
（こちらからはご乗車できません）

冷沢峠

道川 丸山沢

まるやまど

つめたざわとうげ

まるやまさわ

どうがわばし

どうがわ

ほんたにばし

210m

380m

呑曇渕

森
林
鉄
道

どんどんぶち

290m 320m

240m

さわら大樹

ひのき
大樹

椹窪冷沢 さわらくぼ
たいじゅ

たいじゅ
つめたざわ

120m
40m

駒鳥コース
Komadori

森林鉄道

ふれあいの道
Fureai 道川本谷

どうがわほんたに

120m

190m

昭和60年
御神木伐採跡地

上赤沢コース
Kamiakasawa

350m

さわら大樹
たいじゅ

580m 走水
はしりみず

赤沢台ほうのき峠 あかさわだい

150m

170m

420m

赤沢森林交流センター

森林鉄道記念館

せせらぎの里 赤沢

去来荘
きょらいそう

売店

アスナロ橋

床堰
とこせぎ

向山コース
Mukaiyama

平沢台

平沢橋
ひらさわだい

ひらさわばし

見晴台
みはらしだい

中立沢

なかだちさわ

中立橋
なかだちはし

あさぎり橋
ばし

中立コース
Nakadachi

中立台
なかだちだい

丸葉橋
まるばはし

冷沢コース
Tsumetazawa

赤沢橋
あかさわばし

至上松

車両通行止（ゲート）

丸渕
まるぶち

（姫宮ルート）

Himemiya
渓流コース

渓流コース
Keiryu上赤沢

かみあかさわ

森林鉄道乗場

だいもんじ橋
ばし

下どんどん橋
ばし

上どんどん橋
ばし

トムソーヤクラブ村 Tom Sawyer Club Village
毎年夏の開催の自然体験村。木工教室
など多彩なイベントプログラムが好評です。

散
策

赤
沢
自
然
休
養
林

世
界
的
に
も
貴
重
な
天
然
檜
林
は
、

青
森
ヒ
バ
、秋
田
ス
ギ
と
と
も
に

日
本
三
大
美
林
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
、

森
林
浴
発
祥
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
散
策・観
察
が

楽
し
め
る
施
設
が
整
え
ら
れ
、

「
二
十
一
世
紀
に
残
し
た
い
日
本
の
自
然
百
選
」、

「
森
林
浴
の
森
日
本
百
選
」、

「
か
お
り
風
景
一
〇
〇
選
」な
ど
に
選
定
さ
れ
、

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

森林セラピー基地　赤沢自然休養林
「森林セラピー  」とは、「森林の地形や自然を利用した医療・リハビリテーション、
カウンセリング」また、「森林浴、森林レクリエーションを通じた健康回復・維持・増
進活動」のことを意味します。
　森林セラピー　の研究では、森林浴を行うことにより森林の樹木が発散する
フィトンチッドによって免疫力をつかさどるNK細胞が活性化し、抗がんタンパク質
の濃度が上昇し継続するなどの効果が明らかになってきています。現代のストレ
ス社会において、森林浴や木材がもたらす生理的・心理的リラックス効果や、免
疫力向上への期待が高まっています。

R

R

■セラピー体験館
簡単な健康相談や森林セラピー効果測定が受けられる『森のお医者さん』を開
設。（5月から10月末までの毎週木曜日／保健師・看護師は水曜～金曜日）

森林資料館 Forest Museum
木曽谷の林業の歴史、木曽五木や野鳥
など赤沢の自然を、貴重な資料・文献・写
真などで紹介。

遊歩道 Walking trail
鳥の歌、渓流の響き、大樹や草花との出会い。
散策では観察とリフレッシュが気軽に楽しめます。

森林鉄道記念館 Forest Railway Museum
木曽谷で60余年にわたって活躍した森
林鉄道。当時の車両や器具、道具、資料
を保存・展示。

■駒鳥コース

■上赤沢コース

■
ふ
れ
あ
い
の
道

■冷沢コース

（姫宮ルート）

Himemiya

渓流コース

渓流コース

Keiryu

姫渕
ひめぶち

ウルイ沢
中根沢

赤
沢

袖渕

通行禁止

姫宮沢
社殿姫宮神社

そでぶち

巻渕
まきぶち

なかねさわ

あ
か
さ
わ

ひめみやさわ

ひめみやじんじゃ しゃでん

通行禁止

車両通行止（ゲート）

■中立コース

■向山コース

■渓流コース

（姫宮）
■渓流コース

N

……休憩所

……東屋

……展望台

……駐車場

……トイレ

……車道

P ……森林鉄道

……コースポイント

……食堂

1
凡
　例

ふれあいの道
駒鳥コース
向山コース
中立コース

冷沢コース
上赤沢コース
渓流コース
渓流コース（姫宮ルート）

木道老朽化、通行不可
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ボールドウィン号 The Baldwin locomotive.
大正5年から昭和35年まで、42万キロを走
り抜いた蒸気機関車。古き良き時代の実
車が展示されています。1号機は製造から
1世紀を経ており、近代化産業遺産・林業
遺産にも指定されました。

ディーゼル機関車に引かれた客車が、赤
沢美林内を運行しています。

御杣始祭
Misomahajime Ceremony
古くから伊勢神宮の御用材と
して管理された赤沢美林。20
年に一度の遷宮行事・御杣
始祭にあわせ、選びぬかれた
御神木を斧（ヨキ）を使い三ッ
紐伐り（みつひもぎり）の技法
で伐採される。

御
神
木

森
林
鉄
道

伊
勢
神
宮
御
用
材

美
林
を
駆
け
る

ネズコ（ヒノキ科）
別名クロベ。葉はウロコ
状でヒノキよりは大きめ。
「ネズコ下駄」はこの木が
原材料となっている。

アスナロ（ヒノキ科）
別名ヒバ。ウロコ状の
葉は広く大きいのが特
徴。狂いが少なく建築
材に適している。

コウヤマキ（コウヤマキ科）
葉は細長く、多数輪生し
ているのがポイント。水に
強く船や風呂桶の材料
に使用されている。

ヒノキ（ヒノキ科）
先のとがらないウロコ
状の葉が対生密生。
合わせ目はＹ字型で白
色をしている。

サワラ（ヒノキ科）
小さなウロコ状で、葉の
先がとがっています。耐
湿性に富み、桶や曲物
の材料に使用される。

森
林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら

木
曽
を
代
表
す
る

五
木
の
名
前
や
特
徴
を

覚
え
ま
し
ょ
う
。

木
曽
五
木

水
を
蓄
え
酸
素
を
生
み
出
す
森
林
資
源
、

と
て
も
大
切
な
財
産
で
す
。こ
の
自
然
の
大

切
さ
、木
々
や
花
々
の
美
し
さ
な
ど
を
、林

業
と
共
に
生
き
て
き
た
木
曽
の
歴
史
を
交

え
な
が
ら
ご
案
内
し
ま
す
。

「
木
曽
ひ
の
き
の
森
」で
は
、森
林
資
源
の

保
全
を
両
立
す
る
た
め
の
活
動
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。遊
歩
道
に
は
、木
材
か
ら
出

た
ヒ
ノ
キ
の
樹
皮
を
敷
き
詰
め
、踏
圧
に

よ
る
被
害
を
抑
制
。ま
た
雨
水
で
流
出

し
た
土
砂
を
補
完
し
ま
す
。さ
ら
に
、生

態
が
衰
え
た
植
物
を
保
護
す
る
活
動
も

行
な
って
い
ま
す
。

木
曽
の
森
林
に
は
、多
く
の
植
物
が
分
布

し
て
お
り
、赤
沢
エ
リ
ア
に
は
約
五
百
種

類
に
及
び
ま
す
。「
木
曽
ひ
の
き
の
森
」で

は
、案
内
活
動
に
必
要
な
知
識
の
ほ
か
、

保
護
活
動
に
欠
か
せ
な
い
法
規
や
希
少

種
の
学
習
な
ど
を
行
な
って
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ「
木
曽
ひ
の
き
の
森
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
木
曽
ひ
の
き
の
森
」は
赤
沢
自
然
休
養
林
を
ベ
ー
ス
に
、

森
林
資
源
の
大
切
さ
、素
晴
ら
し
さ
を
守
り
伝
え
る
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

赤
沢
自
然
休
養
林
で
、

森
林
散
策
の
ご
案
内
を

行
い
ま
す
。

森
林
環
境
の

保
全
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

学
習
、保
護
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。

赤沢美林ご案内のご相談・お申し込みは、下記 上松町観光協会まで。

TEL 0264-52-1133

①オオヤマレンゲ
②キバナノヤマオダマキ
③ショウジョウバカマ
④ヤマボウシ
⑤バイカオウレン

①

② ③ ④

森林鉄道 Forest Railway

昭和60年（1985）伐採跡地 平成17年（2005）御杣始祭の様子

【D-2】

⑤
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Nezamenotoko

寝
覚
の
床

中
央
ア
ル
プ
ス
国
定
公
園
に
指
定（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

白
々
と
し
た
大
岩
・
奇
岩
が
並
び
た
ち
、

そ
の
底
に
翠
緑
の
水
を
た
た
え
る
木
曽
の
名
勝
。

か
つ
て
木
曽
川
を
流
れ
る
満
々
の
水
、渦
を
巻
く
激
流
、は
じ
き
飛
ぶ
礫
が
、

歴
史
を
刻
む
よ
う
に
磨
い
た
木
曽
川
の
造
形
は
、

今
も
昔
も
、し
ば
し
旅
人
の
感
嘆
と
安
堵
を
呼
び
起
こ
し
ま
す
。

【C-4】

-10--10- -9-



寝覚の床美術公園
Nezamenotoko Park
寝覚の床に隣接する美術公園。
浦島太郎の伝説にちなんで「時
空」をテーマにした屋外彫刻、地
球の自転軸のゆらぎまで計算し
た巨大な日時計のモニュメントな
どが展示されています。

臨川寺（弁財天） Rinsenji Temple
名勝・寝覚の床を一望する古刹。木曽七福
神の1つ弁財天を祀り、街道沿いの7つの
古寺を結ぶ霊場にもなっています。境内に
は芭蕉・子規・山頭火の句碑、浦島太郎伝
説の資料館があります。

臨川寺宝物館【C-4】
Rinsenji Treasure Museum
浦島太郎が愛用したと伝えられ
る釣竿や日用品のほか、古民具・
古道具などを展示しています。

雪の寝覚の床 Nezamenotoko snow scenery
厳しい冬の雪化粧も寝覚の床の魅力です。周囲の
木々が綿帽子のような純白の雪を纏い、大きな岩の間を
縫うように紺碧の冬空を映す木曽川の流れは、まるで一
幅の水墨画を見ているような美しさです。
※冬期の寝覚の床は氷雪で滑りやすく危険ですので十分お気
をつけください。

松尾芭蕉・正岡子規碑】
Monument to Basho Matsuo & Shiki Masaoka
臨川寺境内には「昼かほに昼寝せうも
の床の山／芭蕉」をはじめ正岡子規、尾
張の俳人横井也有の句碑があります。

浦
島
伝
説

寝
覚
の
床
、こ
の
不
思
議
な
名
は
、

晩
年
を
こ
の
地
で
過
ご
し
た
浦
島
太
郎
の
伝
説
に
由
来
す
る
も
の
。

現
世
に
戻
り
、諸
国
を
さ
ま
よ
っ
た
浦
島
太
郎
は
、

上
松
の
里
が
気
に
入
っ
て
住
み
つ
き
、

毎
日
、寝
覚
の
床
で
好
き
な
釣
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

床
岩
の
上
に
祀
ら
れ
た「
浦
島
堂
」は
玉
手
箱
を
開
い
て
煙
を
浴
び
、

た
ち
ま
ち
三
百
歳
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

そ
の
不
思
議
な
翁
の
姿
を
語
り
継
い
で
い
ま
す
。

至塩尻

至中津川

寝覚の床

木
曽
川

裏
寝
覚

駐車場
駐車場

バス停
中山道ねざめ

バス停
寝覚の床

臨川寺

P
ねざめホテル

19

寝
覚
の
床
美
術
公
園

町営駐車場
P

公衆トイレ

寝覚の床 Nezamenotoko
浦島堂の小さな祠が祀られる寝覚の床の大岩群の上へは岩づたいに登ること
ができ、木曽八景の幻想的な風景が間近に眺められます。

木曽八景●寝覚の夜雨

歴
史・伝
説
に
ふ
れ
る

憩
い
の
渓
谷 

寝
覚
の
床

木
曽
川
の
四
季
に
佇
み
、自
然
に
癒
さ
れ
る
時
。

ア
ー
ト
や
歴
史
の
余
韻
も
心
に
流
れ
て
。

昔
か
ら
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
旅
人
が
こ
の
風
景
に
足
を
止
め
、

し
ば
し
岩
と
水
の
不
思
議
な
美
に
見
と
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
で
も
こ
の
景
勝
の
地
は
ア
ー
ト
な
安
ら
ぎ
と
、

歴
史・伝
説
に
ふ
れ
る
憩
い
の
渓
谷
。

深
い
時
が
季
節
の
な
か
を
悠
々
と
流
れ
て
い
ま
す
。

-12- -11-



Nakasendo Agematsu Post TownNakasendo Agematsu Post Town

山
里
ら
し
い
町
並
み
に
安
ら
ぎ
を
覚
え
ま
す
。

時
の
流
れ
と
暮
ら
し
の
な
か
で

深
い
郷
愁
を
覚
え
る
路
地
に
、

言
い
よ
う
も
な
い
温
も
り
を
感
じ
ま
す
。

中
山
道
宿
場
町
の
歴
史
か
ら
、

木
の
国
、木
曽
五
木
の
集
散
拠
点
と
し
て

賑
わ
う
今
日
ま
で
、

幾
つ
も
の
歳
月
を
重
ね
る
風
景
。

そ
ぞ
ろ
歩
く
ほ
ど
に
、

く
つ
ろ
ぎ
が
訪
れ
る
上
松
町
で
す
。

中
山
道
上
松
宿

懐
か
し
い
風
景
が
、あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
隠
れ
て
い
る
上
松
町
周
辺
。

過
ぎ
た
日
々
と
の
出
会
い
を
求
め
て
、ぶ
ら
り
散
策
。
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凡例
中山道

⑤寝覚の床

②

天神堂
（天満宮）

諏訪神社

上松宿上町

⑥小野の滝

鹿島神社

神明神社

至中津川

至塩尻

あげまつ

木曽川

上松バイパス

八幡宮

赤沢自然休養林
森林鉄道へ

木曽の棧①

③玉林院

④臨川寺

19

荻原

19

④臨川寺 弁財天【C-4】

木曽八景●駒の夕照【B-8】

⑤木曽八景●寝覚の夜雨【C-4】

③玉林院【B-5】 Gyokurin'in Temple
木曽家十六代目、木曽義元の二男にあ
たる玉林が創建したと伝えられる寺。推
定樹齢200年の黒松と、明和3年（1766）
造営の山門が美しい調和を見せ、天神
堂（天満宮）横のシダレザクラは毎年美し
い花をつけます。

木曽の棧【A-4】 Kiso no Kakehashi Viaduct
かつては、危ういものの代名詞として古くから歌枕にも詠まれ、中山道一の難所と言わ
れた場所。木曽川の絶壁に数百メートルに渡って架けられた藤づるで編んだ桟橋でし
たが、現在は旧国道の下の石積みにわずかに街道の面影をとどめるに至っています。

①松尾芭蕉・正岡子規の句碑【A-4】 
Rock slabs engraved with the works of haiku 
poets, Basho Matsuo and Shiki Masaoka.
木曽の棧の対岸には芭蕉の「棧や　命
をからむ　蔦かづら」の句碑が残されて
おり、このほかにも上松町の各所には芭
蕉や子規の句碑が点在しています。

全
長
百
二
十
九
里
、六
十
九
宿
を
連
ね
る
中
山
道
。

そ
の
う
ち
の
十
一
宿
を
数
え
る
木
曽
街
道
に
あ
っ
て
、上
松
宿
は
、古
く
か
ら
木
曽
檜
を
は
じ
め
と
す
る

木
の
故
郷
と
し
て
多
く
の
仕
事
人
と
旅
人
を
集
め
た
活
気
と
賑
わ
い
の
宿
場
で
し
た
。

町
を
巡
れ
ば
昔
日
を
偲
ば
せ
る
神
社
仏
閣
、由
緒
あ
る
句
碑
や
史
跡
名
勝
。

江
戸
が
今
も
蘇
る
見
ど
こ
ろ
が
多
彩
で
す
。

京
へ
六
十
五
里
、江
戸
か
ら
七
十
一
里
。

中
山
道
上
松
宿
を
歩
く

①木曽川と棧【A-4】

⑥
小
野
の
滝【D

-5

】 O
nonotaki Falls

中
央
ア
ル
プ
ス
木
曽
駒
ヶ
岳
に
源
を
発
し
、国
道
十
九
号
の
す
ぐ
脇
に
流
れ
落
ち

る
滝
。中
山
道
の
名
所
で
あ
り
、木
曽
八
景
の一つ
。広
重・英
泉
合
作
の
中
山
道
六

十
九
次
の
浮
世
絵
に
も
上
松
と
し
て
こ
の
小
野
の
滝
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

①木曽八景●棧の朝霞【A-4】

上松宿（立場茶屋跡）【C-5】
Agematsu Post Town (Former Tateba Tea House Site)
街道には大名や旅人が訪れた立場茶屋（たてばぢゃ
や）がありました。中山道から寝覚の床へ向かう入り口に
は、十返舎一九の『続膝栗毛』に紹介される旅籠、蕎麦
茶屋があり、当時の面影を残す建物が現存しています。

②上松宿上町【B-5】
Agematsu Post Town
ひと足、路地に踏み入れると
そこは古い民家が軒を連ね
る懐かしい風景が佇み、往時
の賑わいを偲ばせています。

木曽八景●小野の瀑布【D-5】
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駒
ヶ
岳

木
曽

Mt. Kazakoshi

南
北
お
よ
そ
九
十
キ
ロ
の
中
央
ア
ル
プ
ス（
木
曽
山
脈
）の
主
峰
、

標
高
二
、九
五
六
メ
ー
ト
ル
の
木
曽
駒
ヶ
岳
。

上
松
町
は
美
し
き
高
峰
へ
の
玄
関
口
に
あ
た
り
、

険
し
い
岩
肌
、切
り
立
つ
山
容
は
、

の
ど
か
な
野
辺
と
は
対
照
的
に
神
々
し
い
異
彩
を
放
ち
ま
す
。

ぐ
る
り
三
六
〇
度
、幾
重
も
の

山
ひ
だ
の
間
に
間
に
深
く
重
な
る

里
山
の
季
節
の
移
ろ
い
も
美
し
く
、

岳
と
山
の
響
き
あ
い
に
旅
の
感
動
は
一
層
高
ま
り
ま
す
。

木
曽
駒
ヶ
岳
の
麓
に
あ
る
、

「
風
越
の
青
嵐
」は
、

木
曽
八
景
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
は
牧
草
を
育
て
る
た
め

住
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
里
山
。

頂
上
は
青
々
と
し
た
草
に
覆
わ
れ

カ
ヤ
の
平
原
を
風
が
波
の
よ
う
に

駆
け
上
っ
て
い
く
風
景
も

山
好
き
に
と
っ
て
は
旅
の
一
興
で
す
。

風
越
山

駒ヶ岳と中岳

野尻集落から木曽駒ヶ岳方面を望む

駒ヶ岳夕照 晩秋の中央アルプス

木
曽
八
景
●
風
越
の
青
嵐

Mt. Kisokomagatake
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迫
り
来
る
高
空
の
峰
、

中
央
ア
ル
プ
ス
を
歩
く

空木岳【E-6】（標高2,864m）
中央アルプスのほぼ中間に
位置し、木曽駒ヶ岳に次ぐ
高峰。堂 と々した山容は、花
崗岩の白い砂礫とハイマツ
のコントラストも美しく、深田
久弥氏の日本百名山に数
えられています。

険
し
く
厳
か
な
山
容
、

緑
と
岩
の
印
象
的
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、

可
憐
な
高
山
植
物
の
詩
。

峰
に
立
つ
者
だ
け
に
与
え
ら
れ
る
至
宝
の
自
然
が

今
日
も
木
曽
谷
に
威
光
を
放
っ
て
い
ま
す
。

木
曽
駒
ヶ
岳
、宝
剣
岳
、空
木
岳

クモマグサ イワベンケイ チングルマ ツガザクラ コマウスユキソウ コマクサ イワツメクサ チシマギキョウ

The Central Japan Alps

1652

上松町

駒ヶ岳

空木岳

三ノ沢岳

木曽前岳

加瀬木山

愛宕山

風越山

赤林山

荻原

正島町

くらもと

あげまつ

旭町

木
曽
古
道

麦草岳

中岳 伊那前岳

檜尾岳

熊沢岳

東川岳

鳥捕山

大桑村

キニバ岩
大滝山

島田娘

蕎麦粒岳

独標

中三ノ沢岳

将棊頭山

将
棊
ノ
頭

行者岩
胸突ノ頭

八
丁
立

長
尾
根
ノ
頭

上松宿

寝覚の床

芦島高原

木曽駒ヶ岳

千畳敷

若宮神社

八幡宮神社

国際射撃場

大宮神社

ねざめホテル

駒ヶ岳神社里宮

熊野神社

鹿島神社

神明神社

東野阿弥陀堂

長路沢橋

海洋センター

二
合
目
笛
掛

十
兵
衛
三
合
目

四
合
目

五
合
目

六
合
目

七
合
目

八
合
目

駒
石

分
岐

赤
沢
ノ
頭

七
合
目

七
合
目

八
合
目

九
合
目

遠
見
場
の
小
屋
跡

七
合
目

六
合
目

六
合
目

す
ず
り
岩

大
ナ
ギ

三
合
目

四
合
目

五
合
目

ラ
ク
ダ
の
背

天
の
岩
戸

見
晴
台

五
合
目

林
道
終
点

分
岐

奇
美
世
滝
口

胸
突
八
丁

福
島
Ａ
コー
ス

福
島
Ｂ
コ
ー
ス

七
合
目

七
合
目

六
合
目舟

窪

小
屋
場

五
合
目

う
ど
ん
や
峠八

合
目

勤
銘
石

千
畳
敷

八
合
目

し
ら
び
だ
い
ら

北
御
所
登
山
口

せんじょうじき

2925

2730

2956

2883

2468

2826

2733

2721

1699

2339

1180
1721

2470

2864

2671

2778

2708

2282

2250

2728

2858

2724

2931

1630

13631271

2120

2847

2640

2485

2178

極楽平

三ノ沢分岐

ケルン

ヨ
ナ
沢
の
頭

小
地
獄

大
地
獄

御
岳
見
晴
台

木
曽
義
仲
の
力
水

仙
人
の
泉

八
丁
ノ
ゾ
キ

木
曽
殿
越

イ
ザ
ル
ボ
テ

滑川橋

寝覚の床

玉林院

小
川
橋

上松町役場

至赤沢
自然休養林

木賊

中
央
本
線

小野ヶ谷

肥沢

立町

上郷

東野

独標尾根

丸山尾根

スヤマ尾根

馬ノ背

吉野

徳
原

中
山
道（
木
曽
路
）

中
山
道（
木
曽
路
）

荻
原
小
川
線

小野の滝

敬神ノ滝

敬神キャンプ場

滑川第一
砂防ダム

敬神の滝小屋

隠滝

金沢土場

濁沢大峰

駒
ヶ
岳
神
社

乗越浄土

天水岩

八合目

山姥岩

七合目

五合目

牙岩

金
懸
岩

五合目

六合目

駒
石

中
八
丁
峠

避難小屋

木曽殿山荘

空
木
岳
避
難
小
屋

駒
峰
ヒ
ュッ
テ

檜
尾
避
難
小
屋

玉
乃
窪
山
荘

金
懸
小
屋

西
駒
山
荘

頂
上
木
曽
小
屋

池ノ平カール

遭難記念碑
「聖職の碑」

駒ヶ岳ロープウェイ

檜尾尾根

うさぎ平

ア
オ
ナ
ギ

か
も
し
か
の
滝

日
暮
の
滝

夫
婦
滝

岩
清
水

駒ヶ岳頂上山荘

天狗荘

宝剣山荘

木曽駒ヶ岳
七合目

避難小屋

0：200：30

日本百名山

1310.1

910

1113

1992

2122

19

19

473

266

75

駒
ヶ
根

駒
ヶ
岳
公
園
線

駒ヶ根駅－しらび平　50分
中央アルプス観光 伊那バス　
1日8～23本（季節により変動あり）

し
ら
び
平

木曽川

滑川

正沢川

小野川

伊
奈

川

太田切本谷

滑川

北股沢

七曲沢

梯子ダル沢

一ノ
沢

二ノ沢

二
ノ
沢

南
沢

雨
ダ
ル
沢

赤
ダ
ル
沢

大
地
獄
沢

南
沢

肥
沢

正
股
沢

三ノ沢

三
ノ
沢

玉
ノ
窪
沢

細
尾
沢

棧沢

東川

奥二又沢

北沢金沢

大沢

十
王

沢
川

中沢

車
沢

濁
沢

サギダル

中御所谷

一丁ヶ池駒飼ノ池

濃ヶ池
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崩落箇所あり通行注意

1：30

2：451：50

0：40
0：25

0：4
0

0：2
0

1：00

0：30

2：00

0：45

0：30
0：25

0：20
0：15

1：50
1：30

1：0
0

1：0
0

0：4
5

1：000：40

1：000：40
1：30

1：00

1：301：00

0：45

0：40 0：4
0

1：50
1：25

0：30

0：25

1：301：00
2：00
1：20

0：401：00

1：4
0

1：2
0

0：25
0：20 0：45

0：30

1：30
1：20 1：0

0

0：4
0

1：45
1：15

1：
45 1：
30

1：2
0

1：0
0

0：25
0：35

0：15
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1：00
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0：
50
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0

0：4
0

0：200：30

1：20

0：40

1：20

1：00
0：50
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崩落が進み
通行危険

高山植物
が多い

コイワカガミ
チングルマ

滑
落
注
意

滑落注意

滑
落
注
意

ミヤマキンポウゲ
ハクサンイチゲ
シナノキンバイ

南斜面は
お花畑

ハイマツ帯の尾根

ザレ場

岩陵のピーク

ハイマツ帯の
尾根道

平坦な砂礫

高山植物多い

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
ピ
ー
ク

迷
尾
根

ト
イ
レ
あ
り

ト
イ
レ
あ
り

細
い

車
進
入
不
可

ガ
レ
場
注
意

丸太橋（増水注）

北
沢
を
渡
る（
増
水
注
）

原
生
林
の
急
登

高
山
植
物

上松駅より車で20分
上松Ｂコース登山口

上松駅より車で15分
上松Aコース登山口

日本百名山

著名地

標高1180m

標高1070m

0：30

0：50 東
明
ノ
泉

宝剣岳

空木岳登山口

馬
ノ
背

木曽の棧

棧温泉

臨川寺

Mt. Kazakoshi

Mt. Komagatake

Mt. Sannosawa

Mt. Utsugi

508

三ノ沢岳【C-7】
（標高2,847m）
宝剣の南、極楽平から
中央アルプスの主脈を
別れ、木曽側への尾根
を辿った位置にある、南
ア唯一の独立峰。西千
畳敷、三ノ沢カールを
従え、背後に宝剣岳、
駒ヶ岳、南に空木岳を
望む静かな花の山とし
て人気があります。

宝剣岳【C-7】（標高2,931m）
最高峰は三角形で、尖がった拳のよう
な屹立した岩稜が印象的です。西側
の木曽谷からは角度のある登坂が伸
びており、東側の駒ヶ根高原にはロー
プウエイで降り立つことができます。

風越山【D-6】
（標高1,699m）
頂上部には見晴らしの良いカ
ヤ野原が広がります。西に御
嶽山、上松町を眼下に木曽
谷一帯を望めることから、ワン
デイハイクの山として愛好者
が登山を楽しんでいます。

上松宿

75

19

通過に注意が必要
コースを誤り易い所
山小屋（通年営業）
山小屋（期間営業）
避難小屋など
公共宿泊施設
キャンプ場・適地
水場
記念碑
お花畑
滝
駐車場・スペース

コースタイム

温泉
神社
寺院
名所
郵便局
学校
警察署・交番
町村役場
発電所・変電所
信号機
国道番号
県道番号

登山道コース
登山道コース（難路）
登山道コースでない小道
国道・一般道
バスルート
線路
市町村界

コースタイムポイント

※コースタイムは平均的なペースで歩いた場合の
時間です。体力や天候などにより違いが生じますの
で、あくまで参考とし、ゆとりを持った登山計画をお立
てください。

1：40

凡　例

※鳥瞰図の作成にあたっては、国土地
理院発行の数値地図の50mメッシュ及
び「カシミール3D」を使用しています。

※登山情報は事前にご確認下さい。
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寝覚の床

吉野

林道吉野東野線

木
曽
古
道

大宮神社

①駒ヶ岳神社

上松宿上町

小野の滝

鹿島神社

神明神社
東野

②東野阿弥陀堂

至中津川

至塩尻

荻原沢

滑川

あげまつ

上松バイパス

風越山

臨川寺

凡例
木曽古道
林 道
中山道

荻原

19

①駒ヶ岳神社【C-5】
Komagatakejinja Shrine
木曽駒ヶ岳は古くは信仰の山で、山頂には駒ヶ岳神社
の奥院があります。上松町には里宮があり、奉納される
太々神楽は有名です。

木曽古道（信濃路自然歩道）【D-5】
Kiso Kodo (Ancient Kiso Road, aka. 
Shinanoji Nature Trail)
寝覚の床や小野の滝、東野阿弥陀堂、風越
山へのハイクに木曽古道は最適。のんびり
とした風情、林道での森林浴も楽しみです。

の
ん
び
り
歩
く

木
曽
古
道

中
山
道
が
開
か
れ
る
そ
の
昔
か
ら
、

木
曽
谷
を
貫
い
て
い
た
中
世
の
道
が「
木
曽
古
道
」。

流
れ
に
惑
わ
さ
れ
る
木
曽
川
沿
道
を
避
け
、

な
だ
ら
か
な
麓
を
な
ぞ
る
よ
う
に

里
か
ら
里
へつ
づ
く
道
は
、山
々
の
眺
め
を
楽
し
み
、

季
節
の
声
に
耳
を
澄
ま
す

ど
こ
か
長
閑
な
余
韻
が
あ
り
ま
し
た
。

今
、そ
の
細
道
は
御
嶽
山
、

乗
鞍
岳
を
仰
い
で
歩
く
散
策
路
。

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
楽
し
み
な
道
程
で
す
。

木曽古道（信濃路自然歩道）【D-5】
Kiso Kodo (Ancient Kiso Road, 
aka. Shinanoji Nature Trail)
中山道が整備される以前から交
通路として利用された古代のバイ
パス。木曽駒ケ岳山麓を南北に延
び、山間の集落を辿る道すがらに
は「木曽古道」の道標があります。

ケルンバット【D-5】Kernbut
木曽駒ケ岳の東側に走る上松断層。この
断層に沿った地形に、ケルンバットとケルンコ
ルがあります。ケルンバットは断層の破砕帯
に発生する小高い頂、ケルンコルは断層の
鞍部で谷状の地形で、木曽古道はケルンコ
ルを利用しています。上松町の東部は日本
でも有数のケルンバット地帯です。
（上松町史自然編より）

②東野阿弥陀堂【D-5】
Tono Amidado Temple
上松町東野地区の集落の中ほどにあるお堂
で、木曽谷で最も古い建築物と言われていま
す。堂の天井には、山村代官おかかえの絵
師・池井祐川が描いた花鳥の絵があり、その
精緻な筆運び、鏡板内陣36枚、外圧巻陣72
枚の枚数は圧巻。木曽古道散策の途中に見
学するのもおすすめです。
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駒ヶ岳神社例祭【C-5】
Komagatakejinja Shrine Festival
木曽駒ヶ岳頂上に奥院がある駒ヶ岳神社の例祭。麓の
里宮において行われ、国の選択無形民俗文化財に指定
される「太々神楽（だいだいかぐら）」を奉納します。１３座の
舞台で構成される太々神楽は、４００年以上前から伝わる
奉納の舞で、地区の家々に一子相伝で伝えられており、
門外不出とされています。舞台では、剣を手にした３人の
舞手による厳かな「三剣の舞」や、白い天狗の面を付けた
４人が高 と々舞う「四神五返拝」の姿が有名で、迫力ある
瞬間を見ようと毎年多くの観客・カメラマンが訪れます。
＜毎年５月３日開催＞

全
国
木
馬
引
き
大
会

木
馬
は
、か
つ
て
山
か
ら
木
材
を
下
す
運
搬

法
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
ソ
リ
で
す
。往
時
の

姿
を
伝
え
る
た
め
、毎
年
秋
ご
ろ
に
上
松
駅

前
で
木
馬
を
引
く
速
さ
を
競
う
大
会
が
行
わ

れ
ま
す
。総
重
量
は
三
〇
〇
kg
に
も
な
る
丸

太
五
本
を
載
せ
た
木
馬
を
力
自
慢
達
が
引
っ

張
る
様
は
大
迫
力
で
す
。

小
川
若
宮
神
社
例
祭【C

-4

】

上
松
町
島
の
小
川
若
宮
神
社
の
例
祭
。伝
統

的
な
獅
子
狂
言
が
四
月
下
旬
に
三
日
間
に
わ

た
っ
て
奉
納
さ
れ
ま
す
。狂
言
は
地
元
の
若

連
中
に
よ
る
熱
演
で
す
。特
有
の
獅
子
狂
言

「
葛
の
葉
」は
、母
と
子
の
別
れ
の
辛
さ
を
演

じ
る
も
の
で
、町
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。「
葛
の
葉
」で
は
、一
子
晴
明
を

授
け
た
後
に
安
倍
保
名（
安
倍
晴
明
の
父
）に

正
体
が
白
狐
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
た
葛
の

葉
が
、「
恋
し
く
ば
尋
ね
来
て
み
よ
和
泉
な
る

信
太
の
森
の
う
ら
み
葛
の
葉
」の
恨
み
詩
を

子
で
あ
る
晴
明
を
あ
や
し
な
が
ら
戸
板
に
書

き
付
け
、別
れ
去
っ
て
い
く
様
子
が
演
じ
ら
れ

ま
す
。戸
板
に
詩
を
書
き
付
け
る
際
、獅
子

頭
に
筆
を
加
え
て
行
わ
れ
ま
す
。小
川
若
宮

神
社
の
境
内
で
の
奉
納
は
、最
終
日
の
午
後

で
す
。

諏
訪
神
社
例
祭（
上
松
祭
）【C

-5

】

上
松
町
の
諏
訪
神
社
と
若
宮
八
幡
宮
の
例

祭
で
、地
歌
舞
伎
と
神
楽
神
輿
の
お
ね
り
が
、

旧
中
山
道
の
道
中
を
中
心
に
盛
大
に
執
り

行
わ
れ
ま
す
。八
幡
宮
境
内
で
行
わ
れ
る
宵

祭
り
は
、「
上
若
連
」と
呼
ば
れ
る
氏
子
の
若

連
中
に
よ
っ
て「
芸
ざ
ら
い
」と
い
わ
れ
る
地

歌
舞
伎
、獅
子
狂
言
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。翌

日
か
ら
は
、町
内
を
獅
子
舞
が
悪
魔
祓
い
を

し
て
廻
り
ま
す
。諏
訪
神
社
本
殿
か
ら
出
発

し
、八
幡
宮
で
一
泊
し
、翌
日
再
び
諏
訪
神

社
へ
と
戻
る
神
輿
は
、夜
に
は
御
輿
渡
り
や

神
楽
の
押
し
合
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

上
松
で
は
一
番
大
き
な
お
祭
り
で
あ
り
、祭

り
の
期
間
中
は
、笛
や
太
鼓
の
音
が
響
き
、町

は
祭
り
一
色
に
染
ま
り
ま
す
。（
九
月
上
旬
）

舞
や
踊
り
、ひ
と
つ
の
仕
草
に
込
め
ら
れ
た
歴
史
の
奥
義
。

一
挙
手
一
投
足
に
秘
め
ら
れ
た
古
式
の
祈
り
。

天
下
泰
平
、豊
年
満
作
、感
謝
の
気
持
ち
、大
事
な
節
目
を

厳
か
に
美
し
く
飾
る
さ
ま
ざ
ま
な
祭
事
が
、

感
動
を
呼
び
覚
ま
し
ま
す
。

神
秘
に
息
を
の
み
、

熱
気
に
目
を
奪
わ
れ
る
感
動
。

一
瞬
の
光
景
は
、永
遠
の
記
憶
に
な
っ
て

語
り
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

Suwajinja Shrine Festival (Agematsu-sai)

Timber sledge drag race

晴
れ
と

心
の
伝
承
。

Ogawa Wakamiyajinja Shrine FestivalOgawa Wakamiyajinja Shrine Festival-24--24- -23-



上松町の歴史と伝説
History and Legend of Agematsu Town

K
iso Forest R

ailw
ay Train &

 O
nibuchi 

R
ailw

ay B
ridge

木
曽
森
林
鉄
道
と

鬼
淵
鉄
橋

鬼
渕
鉄
橋
は
大
正
二
年
に
、当
時
の
中
央
線
上

松
駅
か
ら
木
材
を
貨
車
輸
送
す
る
た
め
に
架
け

ら
れ
ま
し
た
。全
長
九
十
三・八
メ
ー
ト
ル
、ト
ラ

ス
構
造
で
、八
幡
製
鉄
所
の
鋼
材
を
使
用
し
、大

阪
の
横
河
橋
梁
製
作
所
が
手
が
け
た
も
の
で

す
。設
計
は
三
根
寄
能
夫
。原
料
・
技
師
も
含

め
、初
の
純
国
産
鉄
橋
と
い
わ
れ
ま
す
。鉄
橋
の

西
側
で
小
川
線・王
滝
線
の
軌
道
が
分
岐
し
、特

に
王
滝
線
は
昭
和
五
十
年
五
月
の
木
曽
森
林
鉄

道
廃
線（
国
内
最
後
の
森
林
鉄
道
）ま
で
活
躍

し
ま
し
た
。最
盛
期
の
木
曽
森
林
鉄
道
は
木
材

だ
け
で
な
く
、人
や
物
資
の
流
通
も
担
う
木
曽

の
大
動
脈
で
し
た
。

そ
の
後
の
鬼
渕
鉄
橋
は
車
道
橋
と
し
て
活
用
さ

れ
、永
年
に
わ
た
っ
て
地
域
の
交
通
を
支
え
続
け

ま
し
た
。（
上
松
町
史
歴
史
編
よ
り
）

五
社
神
社

G
oshajinja S

hrine
大
宮
神
社

O
m

iyajinja S
hrine

五
社
様
と
親
し
ま
れ
る
五
社
神
社
は
、天
明
年

間（
一七
八
一〜
一七
八
八
）、時
の
材
木
奉
行・日
々

野
源
八
が
、木
曽
山
川
の
安
全
と
、こ
こ
に
働
く

杣
や
日
雇
に
ケ
ガ
や
事
故
が
無
い
事
を
願
っ
て
建

立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。五
社
と
は
、御
岳

大
権
現（
地
元
木
曽
地
方
の
守
護
神
）、熱
田
大

神
宮（
当
時
木
曽
を
治
め
て
い
た
尾
張
藩
主
の

居
住
地
名
古
屋
に
あ
る
神
社
）、天
照
大
神（
伊

勢
神
宮
御
神
木
を
木
曽
よ
り
献
上
）、三
嶋
大

神（
東
海
道
三
嶋
宿
を
本
社
と
す
る
山
の
神
）、

天
照
大
神・伊
弊
丹
尊・底
筒
男
命
を
祭
神
に
祀

る
大
宮
神
社
で
は
、毎
年
七
月
の
中
旬
の
土
曜

日・日
曜
日
に
例
祭
が
開
か
れ
ま
す
。町
内
の
お

よ
そ
三
〇
〇
戸
を
氏
子
に
持
ち
、若
連
に
よ
っ
て

各
戸
の
悪
魔
払
い
が
行
わ
れ
、し
き・拾
二
当・お

七
な
ど
の
獅
子
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。ま
た

大
宮
神
社
は
縄
文
人
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
こ

と
で
も
名
を
馳
せ
ま
す
。昭
和
五
十
九
年（
一
九

八
四
）、大
雪
で
崩
壊
し
た
拝
殿
を
再
建
築
の
歳
、

拝
殿
前
後
で
縄
文
時
代
早
期
の
押
型
分
土
器
片

と
石
器
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。深
い
山
中
で
遺
構

が
発
掘
さ
れ
る
こ
と
は
非
常
に
稀
な
こ
と
で
す
。

い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
そ
こ
つ
つ
お
う
の
み
こ
と

水
天
宮（
筏
師
・
船
頭
の
安
全
を
祈
る
水
の
神
）

を
指
し
ま
す
。な
お
上
松
材
木
役
所
に
祀
ら
れ

て
い
た
五
社
神
社
で
し
た
が
、明
治
四
年（
一八
七

一
）材
木
役
所
の
廃
止
を
期
に
、上
松
町
の
鎮
守

諏
訪
神
社
の
境
内
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。

H
achim

angu S
hrine

八
幡
宮

本
殿
は
江
戸
中
期
の
代
表
的
な
社
殿
建
築
で
、

上
松
町
で
は一
番
古
い
神
社
で
す
。毎
年
九
月
上

旬
に
は
、幕
末
の
頃
、三
河
の
神
田
徳
七
と
い
う

人
物
か
ら
伝
え
ら
れ
た「
芸
ざ
ら
い
」と
呼
ば
れ

る
獅
子
狂
言
が
若
連
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
ま
す
。

狂
言
の
女
方
は
す
べ
て
獅
子
が
演
じ
、台
本
に
は

十
八
の
演
目
が
あ
り
ま
す
。

G
ojin'ya of A

gem
atsu

上
松
の
御
陣
屋

材
木
役
所
は
御
陣
屋
と
呼
ば
れ
、檜
の
丸
太
を

使
っ
た
芝
土
手
を
築
き
、入
口
に
大
砲
を
備
え
る

堅
牢
な
陣
地
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。山
方
一
切
の
業

務
を
取
り
上
げ
た
山
村
氏
へ
の
尾
張
藩
の
警
戒
、

あ
る
い
は
木
曽
谷
住
民
全
般
に
対
す
る
示
威
と
さ

れ
る
陣
屋
と
推
察
さ
れ
、正
面
玄
関
の
七
尺（
二・

三
メ
ー
ト
ル
）の
高
土
手
に
は「
御
陣
屋
の
松
」と

呼
ば
れ
た
松
が
植
え
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
ま
す
。

Legend of the H
im

ebuchi Tragedy

姫
渕
悲
話
伝
説

高
倉
以
仁
王
の
御
子
・
姫
宮（
十
五
歳
）は
、宇

治
の
戦
い
で
逃
げ
落
ち
た
父
が
木
曽
谷
に
居
る

こ
と
を
聞
き
つ
け
、追
手
の
難
を
か
わ
し
な
が

ら
、京
か
ら
一
人
逃
れ
て
き
ま
し
た
。あ
る
時

は
村
人
に
か
く
ま
わ
れ
、ま
た
あ
る
時
は
後
難

を
恐
れ
た
村
人
に
見
放
さ
れ
な
が
ら
、必
死
に

逃
げ
る
も
つ
い
に
小
川
の
里
で
姫
は
見
つ
け
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
。姫
の
持
つ
香
袋
の
麝
香
が

追
手
に
嗅
ぎ
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

い
よ
い
よ
道
も
果
て
、深
い
淵
を
前
に
逃
げ
る
す

べ
を
な
く
し
た
姫
は
、逃
げ
来
る
途
中
で
見
た

京
に
似
た
田
園
風
景
を
思
い
出
し
、懐
か
し
い

家
族
を
想
い
、田
植
の
真
似
を
し
な
が
ら
田
植

歌
を
唄
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
清
ら
か
な
声
が

消
え
る
か
消
え
な
い
う
ち
に
、自
ら
淵
に
身
を

投
げ
、若
い
生
命
を
絶
っ
た
の
で
し
た
。真
紅
の

河
原
サ
ツ
キ
が
咲
く
、春
の
夕
暮
れ
時
の
こ
と

で
し
た
。

不
思
議
な
浮
石

原
畑
用
水

M
ysterious Floating R

ock

そ
の
昔
、木
曽
の
棧
か
ら
寝
覚
の
床
ま
で
、行
っ

た
り
来
た
り
す
る
不
思
議
な
石
が
あ
り
ま
し

た
。こ
の
石
が
流
れ
る
と
決
ま
っ
て
不
幸
な
事
が

起
き
、そ
れ
を
聞
い
た
旅
の
僧
が
一
首
歌
を
詠

ん
で
こ
れ
を
鎮
め
ま
し
た
。短
冊
に
は「
波
計
や

蛙
岩
と

大
蛇
の
伝
説

Legend of K
aw

azuiw
a(Frog shape rock)

大
蛇
が
竜
に
出
世
す
る
た
め
に
は
山
で
千
年
、

海
で
千
年
の
修
行
が
必
要
で
す
。む
か
し
、御

岳
山
に
千
年
の
修
行
を
無
事
に
済
ま
せ
た
一

匹
の
大
蛇
が
住
ん
で
お
り
ま
し
た
。木
曽
川
を

通
っ
て
海
に
出
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、困
っ

た
こ
と
に
上
松
ま
で
来
る
と
大
き
な
蛙
が
河

原
で
待
っ
て
い
て
、ど
う
し
て
も
通
し
て
く
れ
ま

せ
ん
。仕
方
が
な
い
の
で
、大
蛇
は
海
に
行
く
と

き
に
は
竜
神
に
お
願
い
を
し
て
、た
く
さ
ん
の
雨

を
降
ら
せ
大
水
に
し
て
も
ら
い
、蛙
の
目
に
触

れ
な
い
よ
う
に
濁
っ
た
水
の
中
を
潜
っ
て
木
曽
川

を
下
っ
て
海
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

蛙
岩
が
隠
れ
る
と
木
曽
川
が
氾
濫
し
、正
島
の

堤
防
を
越
え
て
浸
水
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。実
際
、昭
和
初
期
に
は
正
島
地
区
の
な
だ

ら
か
な
土
地
が
水
没
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

H
arahata C

anal

寛
永
年
間
、上
松
村
の
名
主
・
塚
本
惣
兵
衛

は
、水
路
方
面
の
地
主
・
大
戸
市
之
丞
と
と
も

に
新
田
開
墾
に
向
け
て
滑
川
か
ら
原
野
へ
疎
水

を
計
画
し
ま
す
。し
か
し
決
潰
等
の
恐
れ
か
ら

反
対
に
遭
い
、つ
い
に
は
御
陣
屋
の
防
火
用
水

と
い
う
触
れ
出
し
で
工
事
を
進
め
ま
し
た
。困

難
を
極
め
た
水
路
延
長
約
三
キ
ロ
の
大
工
事

は
、お
よ
そ
六
カ
年
に
及
び
ま
し
た
。用
水
は

町
部
、見
帰
、寝
覚
各
地
区
に
上
水
道
が
で
き

る
昭
和
三
十
三
年
ま
で
飲
用
水
や
防
火
用
水

に
利
用
さ
れ
、現
在
も
な
お
各
方
面
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

弥
生
の
糸
に
つ
な
が
れ
て
浮
い
た
る
石
の
流
れ
こ

そ
せ
ぬ
」。以
来
こ
の
石
は
動
か
ず
、村
に
不
幸

な
出
来
事
も
無
く
な
り
ま
し
た
。鬼
淵
の
上
流

に
は
今
も
そ
の
石
が
残
って
い
る
そ
う
で
す
。

-26- -25-



棧温泉旅館【A-4】

TEL.０２６４-５２-２２７６
● 定員／３５　
● 部屋数／９
● 営業期間／通年

駒ヶ岳頂上木曽小屋【C-7】

TEL.０２６４-５２-３８８２
● 定員／１００ 
● 営業期間／
　GW・6月中旬～１１月３日

玉乃窪山荘【C-7】

TEL.０２６４-５２-２６８２
● 定員／１００
● 営業期間／
　７月１日～１０月体育の日
　（９月・１０月は土日・連休のみ）
● 090-4181-8573

木曽殿山荘【E-6】

TEL.0573-72-4380
● 定員／80 
● 営業期間／
　７月１日～１０月上旬
● 090-5638-8193

ねざめホテル【D-5】

TEL.０２６４-５２-２２４５
● 定員／８５　
● 部屋数／２０
● 営業期間／通年

民宿 さわぐち【C-3】

TEL.０２６４-５２-３４２２
● 定員／５０　
● 部屋数／１３ 
● 営業期間／通年

民宿 西小川【C-4】

TEL.０２６４-５２-４００９
● 定員／１８
● 部屋数／６
● 営業期間／通年

田政旅館【B-5】

TEL.０２６４-５２-２０５３
● 定員／５０　
● 部屋数／１２ 
● 営業期間／
　１月４日～１２月３０日

上松 旅の宿 宿泊料（目安／1泊2食、1名当たり）　民宿：8,000円～  旅館：10,000円～
位置図 ： 折込マップ「上松町の観光ガイド」参照

上
松
宿
の
お
弁
当

ほ
お
ば
る
会

一
〇
個
か
ら
ご
予
約
承
り
ま
す
。

発
注
は
五
日
前
ま
で
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
弁
当
の
詳
し
い
お
問
い
合
せ
は
、

観
光
協
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

B
ox Lunch of A

gem
atsu Tow

n

赤沢遊歩弁当 幕の内おにぎり弁当

木工芸品 
Wooden Crafts
木曽産の良質な木材を素材に、天
然の木目を生かした器、椀、鉢、盆、
茶筒などの工芸品は日常使いの道
具として、また旅のお土産として人
気を集めています。

檜の香り
Cypress Fragrance 
檜独特の爽やかな香りの
エキスを抽出。入浴剤や
芳香剤などがあり人気を
集めています。

朴葉巻
Hoba Maki
香り豊かな朴の葉で、
小豆の入った米粉のお
餅を包んで蒸した木曽
ならではの初夏の味。

五平餅  Gohei Mochi
ご飯を御幣の形のように串に握りつけ、
クルミ・ゴマなどの入ったタレでいただく、
炭火で香ばしく焼きあげた木曽の名物。

手打ちそば  Soba Noodles
日本を代表するそば処、木曽谷。
風味豊かな地粉と手打ちの技か
ら生まれる絶妙な旨さに舌鼓。

そばまんじゅう  Soba Manju
純そば粉と大和芋で練りあげた独
特の風味とあっさりとした甘味。

豊
か
な
森
、良
質
な
木
材
は
、

山
に
生
き
る
人
々
の
知
恵
を
く
す
ぐ
り
、卓
越
の
技
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

木
工
に
代
表
さ
れ
る
伝
統
工
芸
の
逸
品
、匠
の
作
は
、

お
土
産
に
、調
度
品
に
ぜ
ひ
選
び
た
い
上
松
町
の
宝
も
の
で
す
。

伝
承
の
手
技

清
ら
か
な
第
一
印
象
、温
か
い
手
触
り
。

伝
統
の
技
、木
の
生
命
は
、

使
い
込
む
ほ
ど
に
愛
お
し
く
。

里
山
は
美
味
し
さ
を
季
節
毎
に
育
み
ま
す
。

日
々
の
暮
ら
し
は
、か
け
が
え
の
な
い
旨
さ
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

祖
母
か
ら
母
へ
、母
か
ら
子
に
。親
方
か
ら
弟
子
へ
、親
父
か
ら
跡
取
り
へ
。

大
切
に
受
け
継
が
れ
た
郷
土
の
味
は
、今
も
し
っ
か
り
健
在
で
す
。

古
里
の
味
わ
い

こ
の
味
が
堪
ら
な
い
、こ
の
食
材
で
し
か
生
ま
れ
な
い
。

丹
精
込
め
て
作
ら
れ
る
木
曽
の
旨
さ
は
、

知
恵
と
工
夫
、伝
承
と
精
進
の
た
ま
も
の
。

一
度
食
べ
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
、不
思
議
な
魅
力
の
世
界
で
す
。

ひのき精香 株式会社／0264-52-1020

家具 Furniture
木曽五木のなかでもとくに
木肌が美しいヒノキは家具
や建具などに使われ、その
高貴で清潔感のある印象
が愛されています。

木製品
Wooden Products 
水気や湿気に強いヒノキ、サワラ、
コウヤマキなどはそれぞれの特性
と美しさを活かしてお風呂用品や
樽などに加工され、木曽の特産に
なっています。

敬神キャンプ場【C-6】

TEL.０２６４-５２-２５４７
● 定員／３０　
● テント／５０ 
● 営業期間／
　通年 要予約

休業中

民宿 去来荘【D-2】

TEL.０２６４-５２-２６０２
● 定員／３０　
● 部屋数／７ 
● 営業期間／
　赤沢開園期間中

休業中

※画像はイメージです

季節の食材を使ったあたたかいお弁当はいかがですか。
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旅 の お も ひ で
～あなたの旅のいちページ～
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